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其
一

　
あ
る
宵
わ
れ
※



に
あ
た
り
て
横
は
る
。
と
こ
ろ
は
海
の
郷



、
秋
高
く
天
朗
ら

か
に
し
て
、
よ
ろ
づ
の
象





、
よ
ろ
づ
の
物
、
凛
乎





と
し
て
我
に
迫
る
。
恰





も
我

が
真
率
な
ら
ざ
る
を
笑
ふ
に
似
た
り
。
恰
も
我
が
局

促







た
る
を
嘲
る
に
似
た

り
。
恰
も
我
が
力
な
く
能
な
く
弁
な
く
気
な
き
を
罵
る
に
似
た
り
。
渠



は
斯
の

如
く
我
に
徹
透
す
、
而
し
て
我
は
地
上
の
一
微
物
、
渠
に
悟
達
す
る
こ
と
の
甚



は
だ
難
き
は
如
何
ぞ
や
。

　
月
は
晩



く
し
て
未
だ
上
る
に
及
ば
ず
。
仰
い
で
蒼
穹
を
観
れ
ば
、
無
数
の
星

宿
紛
糾
し
て
我
が
頭
に
あ
り
。
顧
み
て
我
が
五
尺
を
視
、
更
に
又
内
観
し
て
我

が
内
な
る
も
の
を
察
す
る
に
、
彼
と
我
と
の
距
離
甚
だ
遠
き
に
驚
ろ
く
。
不
死

不
朽
、
彼
と
与



に
あ
り
、
衰
老
病
死
、
我
と
与
に
あ
り
。
鮮
美
透
涼
な
る
彼
に

対
し
て
、
撓



み
易
く
折
れ
易
き
我
れ
如
何
に
赧
然






た
る
べ
き
ぞ
。
爰



に
於
て
、

我
は
一
種
の
悲
慨
に
撃
た
れ
た
る
が
如
き
心
地
す
。
聖
に
し
て
熱
あ
る
悲
慨
、

我
が
心
頭
に
入
れ
り
。
罵
者
の
声
耳
辺
に
あ
る
が
如
し
、
我
が
為

す
な
き
と
、

我
が
言
ふ
な
き
と
、
我
が
行
く
な
き
と
を
責
む
。
わ
れ
起
つ
て
茅
舎






を
出
で
、

且
つ
仰
ぎ
且
つ
俯
し
て
罵
者
に
答
ふ
る
と
こ
ろ
あ
ら
ん
と
欲
す
。
胸
中
の
苦
悶

未
だ
全
く
解
け
ず
、
行
く
行
く
秋
草
の
深
き
所
に
到
れ
ば
、
忽





ち
聴
く
虫
声
縷

の
如
く
耳

朶

を
穿



つ
を
。
之
を
聴
い
て
我
心
は
一
転
せ
り
、
再
び
之
を
聴
い
て

悶
心
更
に
明
か
な
り
。
曩



に
苦
悶
と
思
ひ
し
は
苦
悶
に
あ
ら
ざ
り
け
り
。
看
よ
、

喞

々







と
し
て
秋
を
悲
し
む
が
如
き
も
の
、
彼
に
於
て
何
の
悲
し
み
か
あ
ら
む
。

彼
を
悲
し
む
と
看
取
せ
ん
か
、
我
も
亦
た
悲
し
め
る
な
り
。
彼
を
吟
哦





す
と
思

は
ん
か
、
我
も
亦
た
吟
哦
し
て
あ
る
な
り
。
心
境
一
転
す
れ
ば
彼
も
無
く
、
我

も
無
し
、
※
焉






た
る
大
空
の
百
千
の
提
燈
を
掲
げ
出
せ
る
あ
る
の
み
。

　
　
　
　
　
其
二

　
わ
れ
は
歩
し
て
水
際
に
下
れ
り
。
浪
白
ろ
く
万
古
の
響
を
伝
へ
、
水
蒼
々
と

し
て
永
遠
の
色
を
宿
せ
り
。
手
を
拱



ね
き
て
蒼
穹
を
察
す
れ
ば
、
我
れ
「
我
」

を
遺



れ
て
、
飄
然






と
し
て
、
襤
褸





の
如
き
「
時
」
を
脱
す
る
に
似
た
り
。

　
茫
々
乎
た
る
空
際
は
歴
史
の
醇





の
醇
な
る
も
の
、
ホ
ー
マ
ー
あ
り
し
時
、
プ

レ
ト
ー
あ
り
し
時
、
彼
の
北
斗
は
今
と
同
じ
き
光
芒
を
放
て
り
。
同
じ
く
彼
を

燭

ら
せ
り
、
同
じ
く
彼
れ
を
発

ら
け
り
。
然
り
、
人
間
の
歴
史
は
多
く
の
夢
想

家
を
載
せ
た
り
と
雖




、

天
涯
の
歴
史
は
太
初
よ
り
今
日
に
至
る
ま
で
、
大
な
る

現
実
と
し
て
残
れ
り
。
人
間
は
之
を
幽

奥







と
し
て
畏



る
ゝ
と
雖
、
大
な
る
現

実
は
始
め
よ
り
終
り
ま
で
現
実
と
し
て
残
れ
り
。
人
間
は
或
は
現
実
を
唱
へ
、

或
は
夢
想
を
称



へ
て
、
之
を
以
て
調
和
す
可
か
ら
ざ
る
原
素
の
如
く
諍





へ
る
間

に
、
天
地
の
幽
奥
は
依
然
と
し
て
大
な
る
現
実
と
し
て
残
れ
り
。

　
　
　
　
　
其
三

　
わ
れ
は
自



か
ら
問
ひ
、
自
か
ら
答
へ
て
安
ら
か
な
る
心
を
以
て
蓬
窓






に
反



れ

り
。
わ
が
視

た
る
群
星
は
未
だ
念
頭
を
去
ら
ず
、
静
か
に
燈
を
剪

つ
て
書
を
読

ま
ん
と
す
る
に
、
我
が
心
は
な
ほ
彼
に
あ
り
。
我
が
読
ま
ん
と
す
る
書
は
彼
に

あ
り
。
漠
々
た
る
大
空
は
思
想
の
広

ろ
き
歴
史
の
紙
に
似
た
り
。
彼
処





に
ホ
ー

マ
ー
あ
り
、
シ
ヱ
ー
ク
ス
ピ
ー
ア
あ
り
、
彗
星
の
天
系
を
乱
し
て
行
く
は
バ
イ

ロ
ン
、
ボ
ル
テ
ー
ア
の
徒
、
流
星
の
飛
び
且
つ
消
ゆ
る
は
泛
々






た
る
文
壇
の
小

星
、
吁



、
悠
々
た
る
天
地
、
限
な
く
窮
り
な
き
天
地
、
大
な
る
歴
史
の
一
枚
、

是
に
対
し
て
暫
ら
く
茫
然
た
り
。

3



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
明
治
二
十
六
年
十
一
月
）

4一夕観



青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
現
代
日
本
文
學
大
系
　6

　
北
村
透
谷
・
山
路
愛
山
集
」
筑
摩
書
房

　
　
　1969
（
昭
和44

）
年6

月5

日
初
版
第1

刷
発
行

　
　
　1985

（
昭
和60
）
年11

月10

日
初
版
第15

刷
発
行

初
出
：
「
評
論
　
十
六
號
」
女
學
雜
誌
社

　
　
　1893

（
明
治26

）
年11
月4

日

入
力
：kam

ille

校
正
：
鈴
木
厚
司

2007

年11

月27

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.

aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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